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我
が
国
に
は
、
雅
楽
、
能
楽
、
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
を
は
じ
め
等

曲
、
長
唄
等
の
邦
楽
や
上
方
舞
な
ど
多
く
の
伝
統
芸
能
が
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
、
時
代
に
よ
り
消
長
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ

国
民
に
愛
好
さ
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
各
時
代
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
磨
か
れ
て
き
た
こ
れ
ら
我

が
国
の
伝
統
芸
能
は
、
歴
史
上
、
芸
術
上
価
値
の
高
い
美
術
工
芸
品
や

建
造
物
が
、
国
宝
又
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の
保
存
振
興
の
た
め

国
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
助
成
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
最
も
大
き
な
保
存
振
興
施
策
は
、
世
界
各
国
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
国
立
劇
場
を
設
置
し
て
公
演
や
伝
承
者
の
養
成
あ
る
い
は

調
査
研
究
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
国
立
劇
場
は
、

昭
和
四
十
一
年
東
京
都
千
代
田
区
隼
町
に
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
、
大
劇
場
及
び
小
劇
場
の
二
つ
の
劇
場
施
設
に
お
い
て
歌
舞
伎
、
文

楽
な
ど
を
中
心
に
各
種
芸
能
の
公
演
を
行
う
と
と
も
に
、
組
織
的
、
計

画
的
に
伝
承
者
の
養
成
等
を
実
施
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
に

は
、
大
衆
芸
能
の
た
め
の
演
芸
場
等
の
施
設
が
加
え
ら
れ
、
事
業
の
拡

充

が

図

ら

れ

て

い

る

。

、

＇

し
か
し
、
多
様
な
伝
統
芸
能
を
保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に

一
般
国
民
が
鑑
賞
で
き
る
機
会
を
ふ
や
す
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
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公
演
関
係
、
展
示
室
及
び
事
謗
室
は

と
し
て
図
喜
資
料
室
、

観
客
席
（
詞
七
0
0
席）、

ー
等
が
あ
り
、
養
成
閲
係
と
し
て
は
r

研
究
・
研
修
舞
◇
言
実
技

稽
古
室
、
胴
義
室
、
諧
師
及
び
研
診
生
控
室
、
資
料
。
研
究
関
係

面
・
装
束
楽
器
収
蔵
室
や
資
料
展
―
下

室
、
調
査
研
究
室
等
が
閲
日
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
配
置
は

公
開
閲
係
施
設
は
舞
台
、
楽
屋
r

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

延
床
面
積
一

0
、

0
八

0
面

養
成
と
詞
査
研
究
室

地
下
一
階

H
建
設
地
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
臼

□1
一
八
ー

ロ
ビ

四

主

要

施

設

臼

構
造
規
模

口

敷

地

面

蹟

施

設
、
。

て
し
る

か
ら
｛
｝
詣
楽
堂
完
成
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
賛
成
を
始
め
る
必
要
が
あ

車
場
は
也
摩
国
に
大
き
く
わ
げ
ら
打
て
い
る
。

小
鼓
、
太
鼓
）
、
狂
言
方
は
そ
れ
ぞ
れ
五

0
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
状
況

ぱ
二
階
に
、
図
書
資
料
室
、
阻
具
収
蔵
室
電
『
口
麟
械
室
r

及
ひ
駐

ヽ`

V

9

c

j
：
ヽ
＇
‘
|
艶
‘
,
i

l

千
人
を
只
え
る
の
に
対
し

囃
丁
万
四
拍
子
（
笛
、
大
鼓
、

こ
の
よ

に
応
じ
た
厖
設
正
必
要
で
あ
卜
ヘ
伝
祇
者
の
養
賦
も
充
隻
さ
せ
て
し
か

国
立
指
平
腐
芸
国
立
文
楽
劇
場

指
楽
心
世
界
の
古
典
劇
の
う
ち
で
も
函
め
て
歴
史
の
古
い
す
く
汀

般
戸
民
の

で
あ
り
、

し
か
し
、

研
究
や
資
料
の
収
集
、

そ
の
高
度
に
抽
蒙
仕
さ
れ
た
政
法
に
よ
る
内
面

的
表
現
形
式
の
忠
〖
現
代
的
氾
羞
迂

国
境
を
越
え
て
正
く
評
価
さ
れ

と
、
多
く
の
詞
能
会
が
琉
俗
や
一
門
の
公
渓
と
い
ぅ
性
格
が
肪
く
、

の
機
会
が
限
ち
仇
て
い
る
こ
と
r

体
系
的
な
瓢
査

記
気
作
成
等
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
こ
迂
ど
、

に
あ
る
記
ょ
に
つ
い
て
は
現
国
立
劇
場
の

準
備
[
9
め
ら
れ
て
き
た
と
き
そ
の
望
字
溝
想
の
中
に
太
閥
場
p

4

劇
皐
と
並
ん
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
旱
可
の
敷
地
の
建
ぺ
い
率
等

の
制
的
か
ら
見
送
ら
わ
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
克
り
、
能
楽
関

仔
者
を
は
じ
め
広
く
各
方
面
か
ら
門
立
能
楽
堂
の
早
期
設
立
が
強
く
要

り
f
養
成
す
べ
き
人
数
や
教
口
謀
程
、
譜
師
の
問
題
等
に
つ
い

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
公
演
事
業
に
つ
し
て
ば
、
定
例
公
憤
f
特
別

公
演
の
ほ
か
、
一
般
へ
の
―
普
及
公
演
、
高
校
生
等
に
対
す
る
ふ
責
教
室

）
）
も
力
を
入
れ
る
予
定
て
あ
り
r

復
防
、
新
曲
等
の
研
究
公
演
も
計
面

――
1
0
九
可

地
上
二
階

文
化
」
I
J
-
i
（
ー
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
閏
地
の
選
定
笙
進
め
る
と
と

応
塁
昭
和
五
十
一

に
国
立
陀
素
堂
設
立
準
備
調
査
今
，
J
乞
設
け
、

本
構
想
の
策
定
を
行
い
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
玉
本
設
計
、

昭
和
五
十

四
年
度
に
実
施
設
計
を
元
了
す
＇
（
～
と
と
も
に
建
築
に
着
手
し
f
現
存
丁
i

事
ぱ
順
詞
に
進
め
ら
れ
て
し
る
。
指
楽
堂
の
事
業
と
施
設
の
相
裏
は
次

[
一
ー
と
お
り

図
す
る
調
査
研
究
及
び
記
録
の
作
八
'

能
楽
の
普
及

り
、
現
在
シ
テ
方
つ

そ
の
他
能
楽
の
保
育
臣
興
に
必
要
な
事
業

バ
主
更
な
事
菜
と
し
て
予
定
さ
仇
て
い
る
が
そ
。
工
中
で
も
特
に
重
要

は
ワ
キ
方
を
註
じ
め
と
す
る
一
―
―
在
の
後
継
者
の
養
成
確
保
で
あ

金
甕
宝
生
、
金
剛
、
喜
冬
り
五
流
が

ワ
キ
方
、

国
立
又
楽
劇
場

歌
舞
伎
と
並
ぶ

の
芸
能
で
あ
（
，
た
人
形
浄
瑠
璃
は
↓
元
禄
時
氏

に
古
浄
瑠
直
を
集
大
成
し
て
新
徊
域
を
開
い
た
義
太
夫
第
の
竹
本
義
太

天
と
近
訟
門
左
衛
門
の
作
品
を
得
て
、
隆
帯
閲
ど
む
か
え
、
大
阪
を
中

心
に
発
展
し
親
し
ま
れ
て
き
た
が
f
戦
後
の
著
し
い
社
会
的
、
経
済
閏

変
化
や
文
化
的
閏
心
の
多
様
化
な
ど
の
影
富
を
受
げ
て
在
来
の
存
立
基

盤
が
弱
ま
っ
て
き
た
。
特
に
―
つ
の
人
形
を
―
―
一
人
で
遣
う
と
い
う
世
界

で
も
最
例
の
立
い
操
法
の
た
ぬ
技
芸
員
ぶ
多
く
吟
要
で
あ
る
反
面
、

人
形
の
大
き
さ
か
ら
鑑
賞
こ
な
大
き
た
劇
垢
が
不
置
で
あ
り
、
興
行
上

の
採
算
が
と
り
に
く
｀
＼
民
間
丘
営
が
困
難
と
な
り
f
危
鳳
」
く
お
ち
い

り
、
昭
和
一
二
十
八
年
、
財
団
法
人
文
楽
協
仝
か
設
立
さ
仇
、
国
、
大
阪

府
、
大
阪
市
、

っ
て
き
仁
。

放
送
文
化
基
金
等
の
提
助
の
も
と
に
公
演
事
菜
等
を
[

一
方
、
国
立
劇
場
に
お
い
で
も
、
文
楽
協
会
と
択
携
し
、
小
闘
湯
に

お
い
て
公
演
を
行
う
と
と
心
に
昭
和
図
十
七
年
度
か
ら
二
年
課
言
の
研

修
を
け
い
後
継
者
を
姜
成
し
て
き
て
い
る
が
、
文
楽
技
芸
員
の
大
部

（七）

そ
の
俣
存
振
興
の
上
で
多
く
の
問
題
を
力
か
え
て
い
―
{
,
3
0

能
楽

品
存
振
興
事
業
に
対
J
i
る
便
宜
の

国 四国

の
公
開

虚
楽
伝
承
者
の

不
足
し
、
そ
の
後
継
ゴ
凸
の
菱
成
確
保
が
困
賄
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ

口
能
楽
に
関
す
る
諸
種
資
パ
f
累
具
等
の
収
集
、
保
育
‘
活
用

て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
―
―
一
役
（
E

え
方
、
囃
子
方
、
狂
言
方
）
が

H
能
楽
事

業

国

堂

立
け
れ
ば
立
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

（
い
す
れ
も
仮
称
）
の
i

進
め

て
い
る
。

望
さ
れ
て
い
た

3

。
ヽ
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っ
て
い
る
が
、

き
に
は
、
国
立
劇
場
に

一
体
的
に
運
営
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
完
成
の
応
か
つ

車
揚
等
と
な
っ
て
い
る
。

の
展
示
室
、

口

こ
の
国
立
能
楽
堂
r

か
』
い
ら
ず
、

五

0
0直

公
開
関
係
旅
設
は
、
廻
り

え
た
伝
統
的
舞
台
、
楽
屋
、

ロ
ビ
ー
等
で
、
総
稽
古
、

及
び
講
義
室
等
が
乙
り

関
係
と
事
務
室
が
置
か
れ
、

こ
れ
ら
が

大
道
具
室
、

能
の
旅
設
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、

発
祥
、

な
く
、

c：
口
か
図
書
、

収
蔵
交
箸
も
泣
け
ら
灼
て
い
る
。

魔
三
階
は
小
ホ
ー
ル
、
図
書
室
等
が
あ
り
、

発
犀
の
地
で
二

観
客
席
（
約
八
0
0席）、

研
究
公
浪
等
に
使
用
す
る
小
ホ
ー
ル
（
客

席約――
1
0
0
)
や
人
形
・
衣
裳
・
小
道
具
の
修
理
室
等
も
併
設
さ
れ

三
味
線
、
人
形
の

資
料
室
、

四
階
f

地
階
は
舞
台
奈
落
、
電
気
機
械
室
、
駐

べ
て
覧
備
さ
れ
る
と
、
我
が
国
の

表
的
な
芸
能
で
あ
る
能
楽
、
文
楽
、
歌
舞
伎
は
専
用
施
設
及
び
大
衆
芸

そ
れ
ら
の
伝
娯
者
養
成
も
効
果
的

五
階
が
養
成

ス
・
ロ
ビ
ー
、
展
―
で
室

二
階
に
は
舞
台
、 一階
は
ニ

，
 

ト
ラ
、

る
。
養
成
関
係
と
し
て
は

と
と
な
る
。

廻
り
舞
台
、
文
楽
廼
し

四

主

要

旋

設

東
京
と
大
阪
の
二
大
中
心
地
に
拠
点
を
も
ち
公
開
が
で

っ
て
、
我
が
国
の
云
浣
芸
屯
の
保
存
振
興
の
基
本
的
な
条
作
[
{
,

延
床
面
積

に
実
旋
で
き
る
体
制
が
で
き
、
又
そ
の
他
の
伝
統
芸
能
に
と
っ
て
も
f

i
知
窪
や
§
愁
私
哀
意
澪
瀑
’
ふ
ゃ
，

事

業

施
設
の
概
要
は
次
の

お
り

文
塁
戻
中
l
L
と
す
る
劇
場
で
亡
史
ご
心
か

邦
舞
等

□
公
心
ぶ
―
]
!
t
、
広
く
関
西
に
お
げ

の
保
存
振
興
を
図
る
も
の
こ
し
て
侶
想
さ
れ
て
お
り
、

。
る

そ
。

国（二） （→ 

¢
ヽ

ゃ
恩
碁

コ
f
，
ク
リ
ー
ト
造

芯
●
庄
こ
‘
―
-
』
-
―
」
x
：
と
仁
―
』
-
L
]
:
A
’

こ
に
仁
＿
＿
―
ビ
熱

こ
れ
ら
の
う
ち
、
文
楽
の
公
涙
事
業
に
つ
い
て
は
本
ミ

め
、
文
楽
教
室
や
若
手
に
よ
る
文
楽
公
演
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
、

方
公
演
の
普
又
充
実
を
図
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
c

さ
応
に
f

京
の
国
立
劇
場
で

こ
ヤ
と
、
若
手
技
芸
筐
〇
ノ

か
、
首
の
修
理
等
、

応
必
要
な
伝
統
的
技
術
技
能
の
伝
承

も
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
又
資
料
展
示
等
も
行
い

建
設
地
大
阪
市
南
区
高
津
町
三
番
丁
三
の
二

敷
地
面
積
四
、
四
六
四
2

m

構
造
規
模

地
上
五
階

公
演
以
外
の
普
及
事
業
に
も
力
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る

設

地
下
二
階

』
[
。
こ
と
と

歌
嘉
伎
や
邦
楽
、

J
の
国
立
文
楽
劇
場
紅

る
は
こ
び
と
な
っ
て
い
る
。

基
本
設
計
が
で
き
あ
炉
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
末
に
は
工
事
に
着
工
す

こ｝

け
る
な
ど
地
元
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
は

立
辛
備
調
査
会
を
設
け
て
f
)
1

て
の

か
大
阪
市
か
ら
用
地
こ
し

の
高
津
小
学
校
跡
地
ど
提
仁
玄
点
又

i.J‘ 

養
成
事
業
を
文
楽
劇
場
に
移
行
す
る

せ
る
こ
と
な
ど
の
ほ

の
策
定
を
進
め
て
さ
だ

要
望
さ
れ
て
お
り
、
文
i
L
庁
で
は

五
十
二
年
に

詞

大
阪
市
r

大
阪
財
界
等
辿
元
か
ら
大
阪
に
国
立
文
楽
呵
憶
設
宣
が

ど

は

じ

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
か
ら
文
楽
関
係
者
を
は
じ
め
、
大
阪

国

伝
承
芸
能
の

に
対
ず
る
便
宜
の
共
与
等

に
移
す
必
要
な
ど
解
決
す
べ
き
問
題
を
多
く
か
か
え
て
き
た
。

集
、
保
存
、

る
義
太
夫
節
な
ど
上
方
色
の
濃
厚
な
文
楽
に
と
っ
て
養
成
の
場
を
大
阪

四
文
楽
を
中
心

上
＇
言
戸
能
の
調
査
研
究
及
び
資
料
の
収

め
の
稽
古
も
制
約
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
阪
こ
と
ば
を
基
本
と
す

関
す
る
技
術
技
鮨
の

侭
存

匝
〉
を
借
用
し
て
い

公
屡
回
数
や
技
芸
の
練
磨
向
上
の
に

日
文
楽
の
首
・
衣
裳
・
小
道
具
等
の
修
理
・
保
存
及
び
そ
汀
ら
こ

分
応
京
阪
神
在
住
で
あ
ろ

り
恣
本
拠
と
な
る
べ

民
間
閲
u-
一
二
叩
曰

口
文
楽
伝
承
者
の
養
成

日
文
楽
を
中
心
と
す
る
伝
統
芸
能
の
公
開
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太
田
聴
雨

星
を
み
る
女
性

太
田
聴
雨
が
昭
和
五
年
第
一
七
回
院
展
に
出
品
し
た
「
浄
土

変
」
は
、
初
入
選
の
う
え
美
術
院
賞
を
受
け
、
お
お
い
に
画
壇

の
注
目
を
集
め
た
。
大
和
国
当
麻
寺
の
御
堂
深
く
、
蓮
糸
で
曼

陀
羅
を
織
る
中
将
姫
を
描
い
た
そ
の
作
品
は
、
流
麗
な
描
線
と

清
雅
な
色
彩
に
よ
り
、
気
品
の
あ
る
浪
漫
的
詩
情
を
た
た
え
て

い
た
。
そ
れ
は
小
林
古
径
、
安
田
靱
彦
ら
の
影
響
の
も
と
に
育

っ
た
こ
の
画
家
の
芸
術
の
基
調
を
示
す
も
の
と
な
り
、
以
後
の

風
俗
画
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
「
星
を
見
る
女
性
」
は

昭
和
九
年
の
「
種
痘
」
に
続
く
現
代
風
俗
画
連
作
の
―
つ
で
、

昭
和
十
一
年
改
組
帝
展
に
出
品
さ
れ
て
文
部
省
買
い
上
げ
と
な

っ
た
。
簡
潔
な
描
写
の
中
に
清
楚
な
美
し
さ
を
表
現
し
て
お

り
、
和
服
の
女
性
と
現
代
科
学
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
意
外
性

が
こ
の
作
品
の
発
想
の
基
に
あ
る
。

し
か
し
、
組
み
合
わ
せ
が
い
か
に
新
奇
で
人
の
意
表
を
つ
く

も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
女
性
が
い
か
に
美
し
く
描
か
れ
て
い

て
も
、
現
代
風
俗
を
表
現
し
た
と
い
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
実

は
こ
う
し
た
美
人
画
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
つ
き
ま
と
う
。
作
者
は
こ
の
問
題
に
悩
み
、
昭

和
十
年
代
の
中
頃
か
ら
次
第
に
歴
史
風
俗
画
に
、
さ
ら
に
戦
後

は
構
成
的
な
表
現
へ
移
り
、
以
後
大
作
の
美
人
画
は
描
か
な
か

っ
た
。

（
岩
崎
吉
一
）

-
9
9
9
9
9
9
,
-

『

9

9

9

9

9

9

,

-

'

｀
一
集
一
後
一
記
一

E

』

9
9
9
9
9
,
'
t

,
'
9
9
9
9
9
9
』

▽
近
時
、
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
や
新

経
済
社
会
七
か
年
計
画
に
お
い
て
も
、
国
民

の
生
活
や
教
育
、
文
化
、
福
祉
へ
の
視
点
を

強
め
る
な
ど
、
国
の
施
策
が
経
済
中
心
か
ら

文
化
重
視
へ
と
い
う
時
代
認
識
の
転
換
の
も

と
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
過
程

に
お
い
て
、
中
央
教
育
審
議
会
が
「
地
域
社

会
と
文
化
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
昨
年
六

月
に
答
申
を
出
し
た
の
を
機
に
、
文
教
行
政

の
各
分
野
に
お
い
て
地
域
社
会
振
興
の
視
点

が
い
っ
そ
う
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下

で
、
激
し
い
人
口
移
動
、
都
市
化
の
進
行
等

々
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
姿
も
、
住
民
の
意

識
も
大
き
く
変
わ
っ
た
後
、
最
近
社
会
、
経

済
変
動
が
や
や
沈
静
化
す
る
と
、
改
め
て
伝

統
文
化
を
見
直
し
、
更
に
は
地
域
社
会
再
生

の
期
待
を
地
域
の
伝
統
文
化
に
求
め
よ
う
と

す
る
傾
向
が
、
住
民
に
も
行
政
に
も
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

▽
今
月
は
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
今
後
の
発

展
を
期
す
る
た
め
の
課
題
等
を
広
い
視
野
か

ら
取
り
上
げ
ま
し
た
。
建
築
と
生
活
と
の
関

係
か
ら
日
本
の
住
宅
建
築
の
特
徴
を
考
察
し

た
関
野
論
文
、
伝
統
芸
能
に
お
け
る
日
本
的

な
文
化
現
象
で
あ
る
家
元
制
度
等
の
伝
承
方

式
に
つ
い
て
考
察
し
た
西
山
論
文
な
ど
の
ほ

か
、
地
域
社
会
に
お
い
て
秀
れ
た
伝
統
芸
能

や
伝
統
工
芸
を
支
え
、
あ
る
い
は
そ
の
綿
承

に
苦
闘
さ
れ
て
い
る
人
々
の
状
況
報
告
な
ど

も
掲
載
し
ま
し
た
。

▽
次
号
は
「
国
際
化
の
進
展
と
海
外
子
女
教

育
」
を
特
集
し
ま
す
。
（
企
画
室
）
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